
 
 
 
 
 

平成 30 年度  
 

事 業 報 告 説 明 書 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 公益財団法人 大阪認知症研究会 



事業報告説明書 

自 平成 30 年 4 月 1 日 
至 平成 31 年 3 月 31 日 

 
１．助成事業  

 
○事業内容・趣旨： 
◇医学研究助成･･･団体及び個人が実施している研究に対して積極的に助成することにより、

研究の着実な成果を見いだし、認知症の問題・課題の解決を図る。 
◇海外派遣助成･･･海外の認知症研究者との研究交流をはかることによって、当該分野におけ

る研究レベルの向上を企図する。 
 
○応募期間： 
平成 30 年 4 月 13 日～同年 5 月 14 日（消印有効） 

 
○応募資格： 
認知症の研究にあたっている大阪府域の大学、研究所、医療機関、保健施設等に属している

者。但し、弊財団で前年度に助成を受けられた方は応募不可。 
 
○助成対象研究： 
 （a）認知症疾患の臨床的研究  
 （b）認知症疾患の発症危険因子に関する研究  
 （c）認知症疾患の病因に関する研究  
 （d）認知症疾患の病態に関する研究  
 （e）認知症疾患の方の介護、看護技術に関する研究  
 （f）認知症疾患の方の地域ケア、処遇に関する研究 
 
○助成金予算： 
 ◇医学研究助成･･･500 万円 ※件数は特に定めず 
 ◇海外派遣助成･･･40 万円（2 件） 
 
○応募・選考件数（金額）：※詳細は別紙に記載 
平成 30 年 6 月 8 日、選考委員による選考の結果、助成対象 7 件を決定、同日理事会で承認。 

 医学研究 海外派遣 合  計 
予  算 500 万円 40 万円 540 万円 
応募件数 9 件 4 件 13 件 

選考件数（金額） 5 件（500 万円） 2 件（40 万円） 7 件（540 万円） 



 
○助成金贈呈： 
平成 30 年 7 月 31 日、助成金贈呈式を実施（於 千里阪急ホテル） 

 
 
２．普及啓発事業  

 
（１）認知症講演会開催 
 
○開催日時： 
平成 31 年 2 月 24 日（日）午後 2 時～4 時 30 分 

 
○実施場所： 
千里ライフサイエンスセンター5 階ライフホール 

 
○対象者並びに参加費： 
一般府民、参加費無料 

 
○講演内容： 
座 長･･･井上 幸紀 氏（大阪市立大学大学院 神経精神医学講座 教授） 
講演 1･･･「認知症専門医が介護家族になって思う『支援』とは」 

松本診療所ものわすれクリニック 院長 松本一生 氏 
講演 2･･･「認知症と生きる～医師の視点から～」 

大阪市立弘済院附属病院 副病院長 中西 亜紀 氏 

 
○当日参加人数： 

375 名（申込受付 488 名 ⇒ 参加率 76.8％） 
 
○本講演事業への寄付金： 
製薬会社 7 社 合計 440,000 円 
（イーライリリー、ヤンセンファーマ、小野薬品工業、エーザイ、大日本住友製薬、アステラス製薬、 
武田薬品工業） 

 
 

以上 

 

 

 



 

 

事業報告書の附属明細書 

 

 

 

別紙１．平成 30 年度助成金の贈呈者・金額・研究内容の詳細を別紙添付。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



平成 30年度（第 28回）医学研究・海外派遣助成金 選考結果 

■医学研究助成の部 

受付 
番号 

 所属機関 ／ 教室 
 ／ 学部 ／ 職名 
 
申請者氏名 ／ ﾌﾘｶﾞﾅ 
 
 

研 究 課 題 助成金額 
（万円） 

研
30-2 

大阪河﨑ﾘﾊﾋﾞ
ﾘﾃｰｼｮﾝ大学 

理学療法学専攻 地域在住高齢者および軽度認知症
者の認知機能と骨代謝関連物質と
の関係 

100 

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ
学部 

教授 

中村 美砂 
 
 

ナカムラ ミサ 

研
30-3 

大阪市立大
学大学院 

認知症病態学 パーキンソン病・レビー小体型認
知症に対する経鼻投与リファンピ
シンの予防効果 

80 

医学研究科 研究教授 
富山 貴美 
 
 

トミヤマ タカミ 

研
30-5 

近畿大学 
 
 

精神神経科学教室 高齢者における、認知機能、健康
状態、及びハザード知覚と実車運
転時の安全確認行動との関連 

100 

医学部 講師 
髙屋 雅彦 
 
 

タカヤ マサヒコ 

研
30-6 

大阪大学 健康管理部門精神
科 

アルツハイマー病治療を目指す基
質結合部位を標的とする選択的ア
ミロイド産生阻害剤の開発 

160 

ｷｬﾝﾊﾟｽﾗｲﾌ健
康支援ｾﾝﾀｰ 

招へい准教授 

福森 亮雄 
 
 

フクモリ アキオ 

研 大阪市立弘済   認知症の進行・重症度バイオマー 60 

（別紙１） 



30-9 院附属病院 カーとしての血液・髄液中
GDF-15 測定の有用性の検討 神経内科 部長 

金田 大太 
 
 

カネダ ダイタ 

   合計 500 
■海外派遣助成の部 

受付 
番号 

所属機関 ／ 教室 ／ 学部 
／ 職名 
申請者氏名 ／ ﾌﾘｶﾞﾅ 

研 究 課 題 助成金額 
（万円） 

派
30-2 

大阪府立大
学大学院 

  11th International Conference 
Frontotemporal Dementias （オー
ストラリア） 

20 

総合ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰ
ｼｮﾝ学研究科 

客員研究員 

坂井 麻里
子 

サカイ マリコ 

派
30-4 

大阪市立弘
済院附属病
院 

  国際アルツハイマー病学会 2018
（AAIC) (米国） 

20 

神経内科 部長 
金田 大太 
 

カネダ ダイタ 

   合計 40 




